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那須走った、走ったランニングホームラン！ 守備でも貢献！

同
級
生

先発牧野前半１００
点・後半？

９月２９日ホーム大黒にて2007KSLBﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ2回戦を、一昨年度１部優勝の横浜ｱﾝﾋﾞｼｬｽと行った。
今日の天候は今にも雨が降って来そうな空模様である。先発は、前試合同様、メキメキと調子を上げてい
る牧野がマウンドを任された。初回先頭打者に粘られたものの見逃し三振。２番を四球で歩かすものの、
キャッチャー竜が、２盗刺を見せ、続く打者を空振り三振と上出来過ぎる立ち上がりを見せた。２回も先
頭打者をショートフライ、後続を内野ゴロ、空振り三振と切り抜け、安定した序盤の立ち上がりであった。
その裏、今日久々に顔を見せた中川からの打席、鋭い打球を見せる前に死球、後続竜も四球を選び、塁上
に少しずつランナーを溜め、流れが我が方に向きかけていた。牧野は内野フライに倒れたものの、山田の
サードゴロを２塁封殺のプレーでセカンドがエラーし、１死満塁となった。バッターは今日セカンドに
入った那須。この那須は先程、横飛びでセンターに抜ける打球を止める素晴らしいプレーを見せただけに
バッティングも期待を抱かせた。その予感とおり、前進守備のライト頭上を遥かに越える走者一掃のラン
ニングホームランを決め、一挙４点を挙げた。３回はランナーを少し溜める内容であったが、またもや０
封。しかし、このあたりから、少しずつ雨が強くなってきた。この雨が後に我がチームに不運をもたらす
事になる。連続ヒットを続けている深沢が、ライト線に３ベースヒットを放ち、パスボールの間にホーム
インし、５対０と勝利をも予感させる、内容で序盤を終えた。しかし、４回ついにこの雨が牧野の投球を
変えてしまった。振り返ると今日の牧野は被安打２、５三振、しかし与四球は、９個それも６個が４回に
集中し、内野守備のまずさと共に６点を献上してしまった。勝てるゲームを落とした悔しさも去ることな
がら、天候をも含めた経験不足が今回の一番の敗因に思う。痛い１敗であったが、今日落とした悔しさを
自分の胸に刻み、糧に出来れば今日の月謝は取り返せるでしょう！
しかし、雨の大黒は非常に厳しいですね。


